
女性活躍応援プロジェクト事業 【宮崎市】

〇本県の女性の有業率は全国値と比較しても高く、上昇傾向にあ
る。また、本県は全国で２番目に合計特殊出生率が高く、子育てを
しながら働く期間が長い。
〇本県の女性の管理的職業従事者の割合は男性と比較すると依
然として低く、女性の意見や考えが労働環境に反映されやすいと
は言えない。本市意識調査でも、女性が管理職になることについ
て、マイナスイメージとプラスイメージが混在している。

地域の実情と課題

〇宮崎市ワークライフバランス企業同盟

〇みやざきITプラス

〇みやざき女性就業支援センター

連携団体

〇本事業への参加だけで終わるのではなく、作り上げた人脈を継
続して活用していただくような仕掛けが必要。

〇企業の人事総務担当や経営者にも取組の効果を実感してもらう
ための仕組みづくりが必要。

〇既存他事業や商工部局事業との連動を図り、初年度の成果を
企業へ周知し、参加者増に繋げる必要がある。

今後の課題

〇事前事後にアンケート調査を実施。事後アンケートにおいて、
①７３％が「これまでこのような講座を受けたことがなかった」と回答。
②１００％が「社内の他社員や職員に受けて欲しいと思った回がある」
と回答。
③事前アンケートで、女性リーダーに「なりたくない、どちらかといえば
なりたくない」と消極的な回答をした２０％が、事後は０％に。

〇参加者が自発的に、フェイスブックグループで女性活躍に関す
る話題を共有したり、懇親会を企画していた。

事業の効果

【目的】働く女性のスキルアップと人脈構築のため
【目標】管理職となることへの女性の不安や抵抗感が減り、女性が
管理職となっても仕事に主体的に取り組むことができるようになる
講座への参加者数累積
目標値（令和７年度）：６０名
現状値（令和５年度）：１５名

目的・目標

〇具体的データや企業での先進的な取組事例などを織り交ぜ、広
い視野でなぜ女性リーダーが求められているかを講義。
〇すべての回において、講義とワークショップを実施。
〇すべての回において、ピアメンタリングを実施するとともに、事前
資料配布や振り返りをフェイスブックグループで共有し、「３年後も
続く女性リーダーの主体的なネットワーク形成」を図った。
〇市長への報告会を実施し、広く周知した。
〇市広報特集記事にて紹介予定。

事業の特徴

個別事業費 1,000 千円

交付金額 500 千円

事業番号 ２



事業の概要

令和流女性リーダーシップ勉強会
１ 事前説明会 令和５年１０月１８日
対 象 経営者・人事責任者
参加者数 １５社２１名（ハイブリット）

２ 勉強会（全４回・対面式）
対 象 女性管理職、及びその候補者

  実参加者数 １０社１５名 （延参加者 ５１名）
※すべての回において、講義とワークショップを実施。
※すべての回において、ピアメンタリングを実施すると
 ともに、事前資料配布や振り返りをフェイスブックグ

 ループで共有し、「３年後も続く女性リーダーの主体
 的なネットワーク形成」を図った。

【働く女性が知らないと損する日本の『働く』の現状】
講師：千葉商科大学 准教授 常見陽平氏（社会労働学）

（第１回）令和６年１１月２１日（火）１３：３０～１７：００ （１１名）
（第２回）令和６年１２月１２日（火）１３：３０～１７：００ （１５名）

【令和的・私流リーダーの在り方とは】
講師：株式会社Senro 代表取締役 文野陽子氏

（第３回）令和６年１月１７日（水）１３：３０～１７：００ （１３名）
（第４回）令和６年２月２０日（火）１３：３０～１７：００ （１２名）

【市長報告会】令和６年３月１９日（火） （１１名）
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